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９
月
１９
日
未
明
の
参
議
院
強
行
採
決
ま
で
続
け
ら
れ
た
国
会
周
辺
や
全

国
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
「
戦
争
法
案
廃
案
！
安
倍
政
権
退
陣
！
」
の
行
動
は
戦

後
史
に
刻
ま
れ
る
文
字
通
り
空
前
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。 

大
阪
安
保
は
、
原
水
協
、
平
和
委
員
会
，
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
、
う
た
ご
え
協
機
会
、

日
中
友
好
協
会
、
日
ベ
ト
協
会
、
日
コ
リ
協
会
、
日
ユ
協
会
、
非
核
の
会
の
平

和
友
好
団
体
１０
団
体
と
と
も
に
共
同
行
動
を
展
開
し
、
憲
法
会
議
の
も
と
に

結
成
さ
れ
た
戦
争
法
反
対
闘
争
本
部
の
黄
昏
パ
レ
ー
ド
や
Ｊ
Ｒ
大
阪
城
公
園

駅
宣
伝
行
動
な
ど
に
応
え
て
き
ま
し
た
。 

違
憲
で
あ
る
戦
争
法
を
廃
止
に
す
る
取
り
組
み
が
、
団
体
・
地
域
な
ど
で
準

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
日
本
共
産
党
の
志
位
委
員
長
が
「
戦
争
法
廃
止

の
国
民
連
合
政
府
」
の
実
現
を
呼
び
か
け
、
大
き
な
反
響
を
広
げ
て
い
ま
す
。

戦
争
法
と
昨
年
の
閣
議
決
定(

７
／
１)

を
撤
回
す
る
た
め
に
、
戦
争
法
廃
止
、

立
憲
主
義
を
取
り
戻
す
一
点
で
一
致
す
る
す
べ
て
の
政
党
・
団
体
・
個
人
が
共

同
し
て
「
国
民
連
合
政
府
」
を
つ
く
る
こ
と
と
、
国
政
選
挙
で
選
挙
協
力
を
す

す
め
る
こ
と
で
す
。
共
産
党
は
、
民
主
、
生
活
、
社
民
党
な
ど
の
協
議
を
す
す

め
て
い
ま
す
。 

政
党
間
の
協
議
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
も
、
国
民
運
動
の
さ
ら
な
る
高
揚
が
必

要
に
な
り
ま
す
。 

国
会
審
議
で
暴
露
さ
れ
た
統
合
幕
僚
監
部
の
内
部
文
書
で
は
、「
軍
軍
間
の

調
整
所
の
設
置
」
や
「
南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
へ
の
駆
け
付
け
警
護
拡
大
」「
南

シ
ナ
海
へ
の
警
戒
監
視
」
な
ど
日
米
同
盟
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
を
「
切
れ
目

の
な
い
」
協
力
体
制
で
進
め
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
輸

出
が
解
禁
さ
れ
た
防
衛
装
備
で
は
、
１０
月
１
日
に
防
衛
装
備
庁
が
発
足
し
ま

し
た
。
職
員
１
８
０
０
人
を
擁
し
、
防
衛
予
算
２
兆
円
を
一
括
管
理
し
ま
す
。

戦
争
法
に
財
界
は
19
日
一
斉
に
歓
迎
の
談
話
を
発
表
し
、
経
団
連
は
軍
需
産

業
に
と
っ
て
「
商
機
の
拡
大
」
と
ば
か
り
に
軍
拡
を
要
求
し
て
い
ま
す
。
軍
・

産
・
学
一
体
の
体
制
が
敷
か
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
員
の
武
器
使
用

の
行
動
基
準
を
定
め
た
交
戦
規
程
＝
Ｒ
Ｏ
Ｅ(rules of engagem

ent)

の
変

更
を
行
う
作
業
を
や
り
だ
し
ま
し
た
。
安
倍
政
権
の
戦
争
法
に
よ
る
具
体
化
を

暴
露
し
、
９
条
守
れ
と
戦
争
法
廃
止
の
運
動
を
粘
り
強
く
進
め
る
こ
と
が
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

沖
縄
県
民
の
約
８
割
が
反
対
し
て
い
る
、
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
。
日
本

政
府
は
、
８
月
１０
日
か
ら
９
月
９
日
ま
で
の
１
か
月
間
、
新
基
地
建
設
に
か

か
わ
る
一
切
の
工
事
を
停
止
し
、
そ
の
間
に
、
沖
縄
県
と
政
府
で
、
移
設
問
題

に
つ
い
て
の
集
中
協
議
を
開
き
ま
し
た
。５
回
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、「
普

天
間
の
危
険
性
除
去
の
た
め
に
は
、
辺
野
古
へ
の
移
設
が
唯
一
の
手
段
」
と
い

う
見
解
を
全
く
変
え
よ
う
と
し
な
い
日
本
政
府
は
、「
辺
野
古
に
基
地
は
絶
対

に
つ
く
ら
せ
な
い
」
と
す
る
沖
縄
県
側
の
主
張
を
考
慮
す
る
様
子
も
な
く
、
協

議
は
不
調
に
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
直
後
の
９
月
１２
日
に
、
沖
縄
防
衛
局
は

辺
野
古
埋
め
立
て
の
為
の
作
業
を
再
開
。
反
対
す
る
市
民
に
対
し
て
、
機
動
隊

が
ゲ
ー
ト
前
を
固
め
る
、
座
り
こ
ん
で
い
る
市
民
を
強
制
排
除
す
る
な
ど
の
強

硬
姿
勢
を
示
し
て
き
て
い
ま
す
。 

 

翁
長
知
事
は
、
辺
野
古
埋
め
立
て
承
認
取
り
消
し
に
向
け
て
の
手
続
き
を
着

実
に
進
め
て
い
ま
す
。
７
日
に
は
、
沖
縄
防
衛
局
に
対
し
て
言
い
分
を
聞
く
た

め
の
聴
聞
を
開
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
へ
沖
縄
防
衛
局
は
出
て
来
ま
せ
ん
で
し
た
。 

７
月
に
出
さ
れ
た
「
辺
野
古
埋
め
立
て
手
続
き
に
関
す
る
第
３
者
委
員
会
」

の
検
証
結
果
報
告
で
、
仲
井
真
前
知
事
が
行
っ
た
埋
め
立
て
承
認
に
は
、
①
普

天
間
基
地
の
移
設
先
と
し
て
辺
野
古
と
し
た
合
理
的
理
由
の
欠
如
②
辺
野
古

を
埋
め
立
て
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
不
利
益
を
し
っ
か
り
と
考
慮
で
き
て
い

な
い
。
③
環
境
保
全
措
置
が
適
正
に
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
④
他
の
「
公
共
団

体
の
法
律
に
基
づ
く
計
画
」
に
違
背
し
て
い
る
こ
と
。
と
い
う
４
つ
の
点
で
明

ら
か
な
法
的
瑕
疵
が
あ
る
と
断
じ
て
い
ま
す
。 

翁
長
知
事
は
訪
米
し
て
辺
野
古
へ
の
基
地
建
設
撤
退
を
訴
え
た
り
、
国
連
人

権
理
事
会
で
演
説
し
た
り
と
、
国
内
だ
け
で
な
く
、
国
際
的
支
持
を
得
る
た
め

の
動
き
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

ア
メ
リ
カ
議
会
軍
事
委
員
会
の
国
防
権
限
法
最
終
案
に
、
今
ま
で
主
張
さ
れ

て
い
た
「
辺
野
古
唯
一
」
の
文
言
を
明
記
し
な
く
さ
せ
た
の
も
、
こ
の
訪
米
団

の
成
果
で
す
。 

知
事
訪
米
に
先
立
っ
て
、
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
元
国
務
副
長
官
が
「
日
本
政
府
が

別
の
ア
イ
デ
ア
を
持
っ
て
く
れ
ば
、
私
た
ち
は
間
違
い
な
く
耳
を
傾
け
る
」
と

い
う
考
え
を
示
し
て
い
ま
し
た
。「
辺
野
古
が
唯
一
」
と
、
か
た
く
な
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
日
本
政
府
な
の
で
す
。 

安
保
破
棄
ニ
ュ
ー
ス 

Ｎｏ．４６２ 

2015.10.9 

安
保
破
棄
・
諸
要
求
貫
徹
大
阪
実
行
委
員
会 
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 9月の２３宣伝行動は、連休の関係でかなり

前倒しして、18日に行いました。23人の参加

で、200 枚のビラをまきました。署名も 20 筆

集まりました。 

 戦争法案をめぐる動きが緊迫している下で

の宣伝行動で、いつもより通行人の反応も良

く、署名をしてくれる人も、国会の状況に怒

りを持っていました。 

 平和友好10団体共同行動としての位置づけ

でもあり、うたごえ協議会からも多数参加が

あり、弁士もいつも以上に力が入った、盛況

な宣伝行動となりました。 

10月は、23日に行

います。多くの方の

参加をお願いしま

す。 

戦争法廃止の運動を強めよう 



- 2 - 

 

・ 

 

◇
自
衛
隊
最
大
の
護
衛
艦
「
い
ず
も
」
が
駅
前
に 

 

横
須
賀
を
訪
れ
る
の
は
、
初
め
て
で
す
。
江
戸
幕
末
か
ら
の
軍
港
、
戦
後
は

米
海
軍
に
支
配
さ
れ
、
現
在
で
は
米
第
７
艦
隊
と
海
上
自
衛
隊
が
配
備
さ
れ
て

い
る
町
と
い
う
程
度
の
認
識
で
し
た
。
Ｊ
Ｒ
横
須
賀
駅
に
到
着
し
て
、
す
ぐ
に

目
に
つ
い
た
の
が
、
今
年
３
月
に
就
役
し
、
自
衛
艦
で
最
大
の
護
衛
艦
「
い
ず

も
」
の
異
様
さ
で
し
た
。 

全
長
２
４
８
ｍ
も
あ
り
、
甲
板
に
は
普
通
の
ヘ
リ
９
機
、
オ
ス
プ
レ
イ
で
は

５
機
が
搭
載
で
き
ま
す
。
本
来
な
ら
、「
航
空
母
艦
」(

空
母)

と
い
う
名
称
で

す
が
、
憲
法
９
条
が
あ
る
の
で
、
攻
撃
的
な
空
母
と
し
て
使
用
し
な
い
意
図
で

「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搭
載
護
衛
艦
」
と
命
名
し
て
い
る
だ
け
で
す
。
戦
争
法
が
通

過
し
た
も
と
で
、
米
艦
船
と
一
体
の
行
動
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
港
に

沿
っ
て
歩
く
と
、「
い
ず
も
」
の
奥
に
護
衛
艦
「
き
り
し
ま
」
も
停
泊
し
て
い

ま
し
た
。 

 

◇
出
撃
基
地
の
横
須
賀
で
の
母
港
化 

 

９
月
13
日
の
原
子
力
空
母
の
永
久
母
港
化
反
対
集
会
に
参
加
す
る
こ
と
で

す
。
横
須
賀
は
、
１
９
７
３
年
か
ら
米
第
７
艦
隊
の
母
港
基
地
と
し
て
通
常
型

空
母
を
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
２
０
０
８
年
９
月
に
原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー

ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
が
、
通
常
型
空
母
キ
テ
ィ
―
ホ
ー
ク
に
代
わ
っ
て
配
備
さ
れ

ま
し
た
。 

 

ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
今
年
５
月
に
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
の
た
め
離
日

し
ま
し
た
。
イ
ラ
ク
戦
争
で
は
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
で
、
イ
ラ
ク
上
空
に
８
０
０
回

の
出
撃
を
行
う
な
ど
戦
闘
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
外
国
の
艦
船
を
母
港
と
し

て
提
供
し
て
い
る
の
は
、
世
界
中
に
日
本
だ
け
で
す
。
今
度
も
原
子
力
空
母
ロ

ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
が
代
わ
り
に
１０
月
１
日
に
入
港
し
て
く
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
に
抗
議
す
る
た
め
で
す
。
首
都
圏
の
近
く
に
原
発
２
基
分
が
稼

働
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
言
わ
れ
る
ま
ま
に
、
い
つ
ま
で
日
本

政
府
は
危
険
な
出
撃
基
地
を
提
供
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
、
海
上
自
衛

隊
が
米
軍
と
一
体
化
さ
れ
て
い
く
戦
争
法
で
、
い
っ
そ
う
抜
き
差
し
な
ら
な
い

状
態
に
な
り
ま
す
。 

 ◇
沖
縄
以
上
に
米
国
化
と
米
兵
犯
罪
の
異
常
さ 

 

街
を
歩
い
て
も
、
米
軍
関
係
者
と
あ
ち
こ
ち
で
出
会
い
ま
す
。
一
緒
に
参
加

し
て
い
た
沖
縄
統
一
連
共
同
代
表
の
仲
村
さ
ん
が
「
沖
縄
以
上
に
米
国
化
し
て

い
る
」
と
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。
駅
近
く
に
米
兵
の
た
め
の
基
地
外
住
居
の
新

し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
っ
て
い
ま
し
た
。
玄
関
に
日
米
両
国
の
国
旗
を
掲
げ
て

あ
り
、部
屋
も
広
く
、受
付
を
通
さ
な
い
と
入
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

奥
さ
ん
を
米
兵
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
山
崎
さ
ん
の
案
内
で
、
市
内
３
カ
所
の

米
兵
殺
人
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
１
カ
所
を
除
い
て
、
往
来
の
多
い
通
路
が

現
場
で
し
た
。
そ
の
後
の
裁
判
で
も
、「
日
米
地
位
協
定
」
の
壁
で
保
障
が
さ

れ
な
い
非
条
理
が
続
い
て
い
ま
す
。
米
兵
の
犯
罪
で
罰
則
が
軽
い
こ
と
も
後
を

絶
た
な
い
要
因
の
一
つ
で
す
が
、
戦
争
帰
還
者
の
精
神
異
常
の
多
さ
も
指
摘
さ

れ
る
中
で
、
米
軍
基
地
と
同
居
し
て
い
る
異
常
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

 
◇
横
須
賀
港
の
基
地
め
ぐ
り
と
集
会
参
加
（
８
千
人
） 

 

翌
日
は
、
船
に
乗
っ
て
横
須
賀
港
の
基
地
め
ぐ
り
で
す
。「
カ
ー
チ
ス
・
ウ

イ
ル
バ
ー
」
な
ど
大
阪
港
に
寄
港
し
た
巡
洋
艦
も
含
め
て
数
隻
あ
り
、
海
上
自

衛
隊
の
「
は
た
か
ぜ
」「
む
ら
さ
め
」
な
ど
の
戦
艦
や
潜
水
艦
も
見
学
し
ま
し

た
。
横
須
賀
平
和
委
員
会
の
鈴
木
さ
ん
は
、
一
日
に
３
回
ほ
ど
乗
船
案
内
す
る

と
い
う
ベ
テ
ラ
ン
で
、
ノ
ー
ト
に
記
入
で
き
な
い
ほ
ど
の
説
明
を
た
っ
ぷ
り
さ

れ
ま
し
た
。
米
軍
基
地
内
に
は
、
大
学
ま
で
の
教
育
機
関
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

教
会
、
病
院
、
飲
食
店
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
半
島
に

は
弾
薬
庫
な
ど
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
な
の
で
す
。
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
で
の
機
雷
除
去
の
掃
海
艇
が
、
戦
争
法
案
で
有
名
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
掃
海
艇
の
磁
気
を
除
去
す
る
装
置
が
日
本
側
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

日
米
共
同
で
利
用
す
る
そ
う
で
す
。 

下
船
し
て
、
１
時
か
ら
の
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
公
園
で
の
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

穀
田
衆
議
院
議
員
な
ど
の
訴
え
や
８
名
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
な
ど
約
90
分
の
集

会
後
、
横
須
賀
市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
約
８
千
名
の
参
加
で
し
た
。
大

阪
か
ら
は
、
前
日
か
ら
の
基
地
調
査
参
加
の
植
田
と
三
宅
（
大
教
組
）、
現
地

参
加
の
牛
山
（
非
核
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2015年 

10月 

10日（土）国会報告・懇談会（13:00∼大商連） 

15日（水）大阪安保50周年編纂委員会 

(14:00∼大阪安保) 

23日（金）23定例宣伝行動(12:00∼淀屋橋) 

24日（土）堺九条の会「孫崎亨講演会」 

26日（月）わかもの集まれ‼沖縄いこかの会 

（大阪青年沖縄ツアー実行委員会） 

(19:00∼大阪平和委員会) 

31日（土）「（米軍基地は）いらんちゃ フェスタ 

in丹後2015」 

(13:00∼網野町アミティ丹後) 

31日（土）～11月1日（日） 

日本平和大会in富士山 

11月 

４日（水）常任幹事会(10:00∼大阪安保) 

7日（土）～9日(月)安保中央・全国代表者会議 

in沖縄 

22日（日）大阪府知事選挙、大阪市長選挙投票日 

28日（土）平和委員会関西ブロック会議 

12月 

２日（水）常任幹事会(10:00∼大阪安保) 

22日（火）23定例宣伝行動(12:00∼淀屋橋) 

２０１６年 

１月 

６日（水）常任幹事会(10:00∼大阪安保) 

22日（金）23定例宣伝行動(12:00∼淀屋橋) 

24日（日）沖縄県宜野湾市長選挙投票日 

当 面 の 予 定 

わかもの集まれ！沖縄いこかの会 

沖縄の声を聞こう！ツアー 

（大阪青年沖縄ツアー） 

2016年 2月19日（金）夜出発～22日（月） 

※21日（日）までの参加も可 

○参加資格：年齢30代まで 

植田事務局長手記 

原子力空母 

ロナルド・レーガン 

に参加して 


